
昔のことをもっと知ろう

p. 1 

むかしのことをもっと知ろう 

「宮川の河川の役割
やくわり

」 

メモ 
平成３０年 7月 

田辺堰（新川）改修委員会 中洲公民館 

田辺堰（旧宮川） 今橋より上流を望む

宮川とは

中洲地区の真中を流れる宮

川は八ケ岳赤岳と入笠山を源

とし、諏訪湖に流入する河川の

一つで、上川についで 2番目の
大きな河川です。昔の人たちが

どのように河川に向かい合っ

てきたかを学びましょう。
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■１．江戸
え ど

時代
じ だ い

の高島藩
たかしまはん

は水田を広げることに力を入れた 

高島藩
たかしまはん

は、人口やお米の石
こく

高
だか

を増
ふ

やすことが必要と考え、そのために

稲作
いなさく

を奨 励
しょうれい

し、災害
さいがい

を少なくするための治水
ちすい

事
じ

業
ぎょう

に力を入れました。 

 １）諏訪湖の出口
でぐち

開削
かいさく

により諏訪湖水位を下げ水田を増やす。→① 

 ２）氾濫
はんらん

をひんぱんに引き起こす河川の改 修
かいしゅう

工事
こうじ

をおこないました。 

   ・宮
みや

川筋
がわすじ

 取
と

りこぼし川の開
かい

削
さく

→②

・宮川筋直線化工事 中洲
なかす

、湖南
こなみ

 →③

 ３）水田に水を引くため農 業 用
のうぎょうよう

水路
すいろ

を開削
かいさく

し、 

開墾
かいこん

を進めました →④ 

   茅野市
ち の し

；1785 年滝
たき

の湯堰
ゆせぎ

10.4ｋｍ、 

1792 年大河原堰
おおかわらせぎ

1
１

2.5ｋｍ 

高島城を造ったのは豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の家来
けらい

の日根野
ひ ね の

高吉
たかよし

 高島城を造ったのは豊臣秀吉の家来日根野高吉で、安土
あづち

城
じょう

や

大阪
おおさか

城
じょう

の築 城
ちくじょう

に 携
たずさ

わった土
ど

木
ぼく

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

です。 

日根野高吉は、文
ぶん

禄
ろく

元年
がんねん

(1592）から慶 長
けいちょう

3 年(1598）にかけて、

高島城のある諏訪湖畔の高島村
たかしまむら

に 新
あたら

しい城
しろ

を築
きず

きました。諏訪湖

と数 条
すうじょう

の河川に囲
かこ

まれており諏訪湖の水を湛
たた

えれば水を守
まも

りとす

る難攻不落
なんこうふらく

な水
みず

城
しろ

でありました。 

地盤
じばん

がやわらかいため、高島城の天守
てんしゅ

の屋根
や ね

は 瓦
かわら

ではなく， 檜
ひのき

の薄
うす

い板
いた

を葺
ふ

いた柿 葺
こけらぶき

という 珍
めずら

しいものでした。柿 葺
こけらぶき

であった

理由は、諏訪の寒冷
かんれい

に耐
た

えられる 瓦
かわら

が 調
ちょう

達
たつ

出
で

来
き

なかったためとも

言われています。 

また、築 城
ちくじょう

当初
とうしょ

は自然
しぜん

石
せき

を加工
かこう

しないで積み上げた野
の

面
づら

石
いし

積
つ

み

で，下金子
しもがねこ

にあった金子
かねこ

城
じょう

の多くの石を使っています。 

江戸時代は諏訪湖の湖岸
こがん

線
せん

がだいぶ変化
へんか

しました。 

図-３高島城と諏訪湖（明治 7年に作成）

写真-１ 高島城

図-２ 諏訪湖の中に造られた高島城

諏訪湖

高島城

本丸
二
之

丸三
之
丸

諏訪湖

写真-２ 現在の繩手通り
ケヤキ並木になっています

図-１ 諏訪湖に流入する河川

高島城
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図-４ 満水路を開削

■２．諏訪湖の出口を開削
かいさく

し諏訪湖の水位を下げる工事を実施 

元禄
げんろく

元年
がんねん

（1615）に高島城に戻
もど

ってきた藩主
はんしゅ

諏訪
す わ

頼
より

水
みず

は、

稲田
いなだ

を増やそうと諏訪湖の尾尻
おじり

（現在釜
かま

口
ぐち

水門
すいもん

のあるところ）の

右岸側
うがんがわ

に幅７.２メートルの新た
あらた

な水路
すいろ

、満水
まんすい

堀
ほり

を掘りました。

これによりできた弁天
べんてん

島
しま

は、幅１８ｍ長さ１０９ｍで弁天社
べんてんしゃ

が

あり農家
のうか

が４戸と 畑
はたけ

がありました。 図-６には家が描かれてい

ます。こうした治水
ちすい

事業
じぎょう

で諏訪湖の南側（現在
げんざい

の豊田地区）に

「阿原
あはら

」（葦
よし

などが生
は

える低湿地
ていしつち

）の開拓
かいたく

が進みました。しかし、

大雨のたび、諏訪湖があふれ災害がひんぱんに発生したことから 

元禄
げんろく

2 年（1689）に弁天島中央部を掘り下げ新堀
しんほり

を整備
せいび

しまし

た。これにより「浜
はま

中島
なかじま

」ができたが、これでもまだ諏訪湖の水

があふれる災害が続きました。 

浜
はま

中島
なかしま

の撤去
てっきょ

天保元年（1830）に、当時
とうじ

22 歳の伊藤
いとう

五六郎
ごろくろう

は、高島藩に

浜中島を撤去する案を提
てい

出
しゅつ

し許可
きょか

を得ました。浜中島を掘り、

その土を有
ある

賀
が

村近くの湖
こ

岸
がん

に運
はこ

び埋め立てをし、五
ご

六
ろく

郎
ろう

田
たん

圃
ぼ

と

呼
よ

ばれる約六
ろく

町
ちょう

歩
ぶ

（６ヘクタール）の水田を作りました。 当時
とうじ

は大工事
だいこうじ

で延べ１万６千人と１カ年を費やして、天保元年（1830）

１２月に完成しました。船の大きさは幅３ｍ長さ１５ｍと普通
ふつう

の

漁船
ぎょせん

の２０倍もあり阿呆
あほう

丸
まる

と呼
よ

ばれました。 

弁天
べんてん

島
しま

の撤去
てっきょ

明治元年の諏訪湖の氾濫
はんらん

がきっかけとなり 見出
みいで

１４ケ村（諏

訪湖の南方に位置する村）は、時の諏訪藩主諏訪
す わ

忠誠
ただまさ

に弁天
べんてん

島
しま

の撤去
てっきょ

を願い出しました。 

天竜川の立木を切ることと弁天
べんてん

島
じま

の撤去
てっきょ

が１４ヶ村の請負
うけおい

事業
じぎょう

として行われ弁天島が撤去されました。  

１６１５年に行われた最初
さいしょ

の満水堀の工事から弁天島の撤去

まで約２５０年間に出口の断面は約３倍に広がり諏訪湖の水

のあふれる回数はだいぶ減りました。 

葛飾
かつしか

北斎
ほくさい

が描
えが

いた諏訪湖の絵
え

当時の諏訪湖と弁天島が描
えが

かれています。この位置からだと実際
じっさい

は富士山
ふじさん

が見えないが絵
え

には描
えが

かれています  

図-５ 弁天島の真中に新堀開削

図-６ 当時の地図

図-７ 葛飾北斎が描いた諏訪湖
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■３．河川の氾濫を頻繁
ひんぱん

に引き起こす宮川
みやがわ

の河川改修 

 寛
かん

延
えん

元年（1748）宮
みや

川筋
がわすじ

の村々が、「宮川は川幅が狭く水はけが悪
わる

いので洪水
こうずい

の時に水を上川へ落とせるよう排水
はいすい

路
ろ

を開けていただきた

い」と藩
はん

に願い出をしました。宮川の水を六斗
ろくと

川（現在の上川）に流

せるよう、安国寺
あんこくじ

橋下
はしした

から中河原村
なかがわらむら

と新井村
あらいむら

との 境
さかい

にある荒地
あれち

を掘

りおこして「取飜川」（とりこぼしかわ）をつくりました。

この「取飜川」を作ったことにより普通の川の時は水を全部宮川へ流

し、洪水の時に限
かぎ

って七
なな

分
ぶ

を宮川に、三分
み ぶ

を「取飜川」へ落とすということにしま

した。 その後、この「取飜川」の水をどのように流すかが問題になり、上川筋
かみかわすじ

の

人と宮川筋の人の間で 争
あらそ

いがたびたび起こりました。

明治 30年４月に関係
かんけい

する７町村で取り決めが

結
むす

ばれました。宮川の河底の高さより１５ｃｍ程
ほど

取
と

りこぼし川の河底
かわそこ

を上
あ

げることとし、普段
ふだん

の水

は宮川に大雨の時は取りこぼし川に多く流れると

いう取り決めがされました。

宮
川

御柱の川越し
をするところ

図-８当時の川の流れ

図-10 取り決め書につけられた図面 

図-9宮川との分流する箇所

取飜川（とりこぼし
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■４．文化３年(1806)に宮川を直線化にする工事が行われました 

A区間 宮川の下流域は勾配
こうばい

がゆるく、川筋
かわすじ

は大きく蛇
だ

行
こう

していたため、頻繁
ひんぱん

に河川
かせん

の氾
はん

濫
らん

が起きていました。それを見かねた高島藩は、安定した稲作ができるように享和
きょうわ

元年（1801）に６０人の大視察団
しさつだん

で現地
げんち

を調査
ちょうさ

し、宮川の約１.１ｋｍを直線化する計画
をつくりました。文化３年(1806）に地元の村に担当区間を割

わ

り振
ふ

り、宮川の直線化工事

を行いました。  →図-12  当時の宮川の流れ
これにより水害が少なくなり、生活の安全性が高まりましたが、上金子

かみがねこ

村
むら

の東側に広

がる肥
ひ

沃
よく

な水田と集落が宮川を境に東西に分断され行き来に苦労することになりまし

た。

B区間 
文化
ぶんか

元年’(1804)には田辺村
たんべむら

と下金子
しもがねこ

村
むら

の 境
さかい

を曲がりくねっていた箇所の直線

化工事が実施されました。

延長 約２７０ｍ

旧宮川が残されているのは 

どんどん橋から上社線まで５５０ｍです。           

図-11 旧宮川が残っている区間

図-⒓ 当時の川の流れ

A区間

B区間
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■５．旧宮川
きゅうみやがわ

河川敷
かせんしき

を利用した田辺堰
たんべせぎ

周辺
しゅうへん

の整備がされました 

江戸時代に高島藩が行った宮川直線化工事により残された旧河川敷を利

用して田辺堰
たんべせぎ

が掘られました。その旧河川敷が現在でも残っている区間が

県道
けんどう

上社線
かみしゃせん

からどんどん橋上の取水口まで約５５０ｍ区間です。

 そのうち今橋
いまばし

から上流の約２１４ｍ区間の周辺整備を今回行いました。

これによりこの田辺堰の上金子側を散策
さんさく

路
ろ

として利用できるようになりま

した。

 整備
せいび

の内容

   延長２１４ｍ 護岸工 Ｌ＝９４ｍ 

   散策路 ２１４ｍ （上金子側）

 幅１.２ｍ～１.６ｍ
   植 栽

しょくさい

 コブシ、ヒメシャラ他 

自然
しぜん

石
せき

を配置
はいち

した休憩所

   ホタルの生息地
せいそくち

整備
せいび

1箇所
   木製

もくせい

の橋 幅１.２ｍ 長さ３.６ｍ 図-13 自然
しぜん

に配慮
はいりょ

した護岸
ごがん

工事
こうじ

２

１

図-14 田辺堰
たなべせぎ

周 辺
しゅうへん

整備
せいび

位置図
い ち ず

３

写真-3 住 民
じゅうみん

参加
さんか

で植 栽
しょくさい

を実施
じっし

写真-5 ぬくもりのある木の橋写真-4 憩
いこ

いの場
ば

に自然
し ぜ ん

石
せき

を配置
は い ち
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■６．「上社
かみしゃ

の社
やしろ

・歴史
れ き し

の散歩
さ ん ぽ

道
みち

」田辺堰を歩きながら学ぶことができます 

この地域は、諏訪大社上社本宮を中心に歴史的な史跡
しせ き

が残されており、自然に恵まれたコ

ースを散策し楽しみながら昔のことを学習
がくしゅう

することができます

 上社の社・歴史の散歩道

これまで 住
じゅう

宅地
たくち

をう回
かい

していたコースが、旧宮川を利用した田辺堰に沿った散策路が整

備されたことで川筋
かわすじ

の短い距離
きょり

を通ることができるようになりました。

約２００年前は、宮川
みやがわ

が蛇行
だこう

し上金子
かみがねこ

村
むら

の肥沃
ひよく

な水田
すいでん

が広がっていたこと、大 祝
おおほうり

屋敷
やしき

は宮川
みやがわ

を自然
しぜん

のお濠
ほり

として利用
りよう

して作られたこと等
など

を学
まな

びながら散歩
さんぽ

ができます。

図-15 上社の社・歴史の散歩道のコース

図-16 歴史の散歩道コースの一部見直し

大祝
おおほうり

について

諏訪明神
みょうじん

の拠
よ

り所として諏訪社の頂点に位置した役職で，上社大祝は古代から近世末に

至るまで世襲
せしゅう

され「諏訪氏」を名乗りました。中世までは諏訪の領主として政治
せ い じ

権力
けんりょく

をに

ぎっていました。江戸時代に入り藩主諏訪家と大祝諏方家ができ、完全な政教
せいきょう

分離
ぶ ん り

がされ

ました。明治
め い じ

維新
い し ん

を経て神官の世襲制度が廃止されるに伴い大祝職も廃止
は い し

されました。
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メモ 

クラス 中洲小学校  年  組

なまえ  

この印刷には平成３０年「地域発元気づくり支援金」が活用されています


